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山
田
昭
氏
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　
山
田
昭
氏
よ
り
提
出
さ
れ
た
業
績
は
、
　
「
信
託
立
法
過
程
に
関
す
る
研
究
」

と
題
す
る
主
論
文
（
タ
イ
プ
印
刷
に
よ
る
本
文
二
八
三
頁
に
、
資
料
解
題
一
七
頁
、
引

用
参
照
文
献
五
頁
が
付
さ
れ
て
い
る
）
お
よ
び
「
信
託
法
制
の
制
定
過
程
」
と
題
す

る
副
論
文
（
「
信
託
」
二
三
、
一
一
四
、
一
一
五
号
に
連
載
さ
れ
た
も
の
の
抜
刷
合
本
）

で
あ
る
。

　
わ
が
国
に
お
け
る
信
託
制
度
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
大
正
一
一
年
に
制
定
さ

れ
た
信
託
法
お
よ
び
信
託
業
法
を
基
礎
と
し
て
成
り
立
つ
て
い
る
。
こ
の
信
託

二
法
は
、
そ
の
制
定
当
初
か
ら
、
信
託
の
基
本
的
構
成
に
つ
い
て
困
難
な
解
釈

問
題
を
含
ん
で
い
た
が
、
さ
ら
に
、
制
定
以
来
半
世
紀
を
経
過
し
、
最
近
に
お

け
る
営
業
信
託
の
隆
盛
に
伴
う
実
務
上
の
諸
問
題
に
対
応
で
き
な
い
面
が
あ
ら

わ
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
昭
和
五
一
年
に
は
、
信
託
法
を
理
論
と
実
際
の
両

面
か
ら
研
究
す
る
オ
ー
プ
ソ
の
機
関
と
し
て
「
信
託
法
学
会
」
が
組
織
さ
れ
、

ま
た
同
五
二
年
に
は
、
信
託
法
の
全
面
的
な
再
検
討
を
目
標
と
す
る
研
究
者
の

小
グ
ル
ー
プ
と
し
て
「
信
託
法
研
究
会
」
が
発
足
し
た
。

　
本
論
文
の
筆
者
、
山
田
氏
は
、
学
会
設
立
の
当
初
か
ら
、
そ
の
会
員
の
一
人

で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
研
究
会
に
お
い
て
も
、
と
く
に
選
ば
れ
て
実
務
家
を

代
表
す
る
メ
ン
バ
ー
の
一
人
と
し
て
参
加
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
四
　
　
（
一
〇
二
六
）

　
研
究
会
に
お
い
て
同
氏
の
担
当
し
た
課
題
は
、
信
託
法
制
の
成
立
過
程
の
究

明
と
資
料
の
整
理
で
あ
つ
た
が
、
そ
の
成
果
を
集
大
成
し
た
も
の
が
、
こ
の
主

論
文
で
あ
る
。
ま
た
、
副
論
文
と
し
て
添
付
さ
れ
た
も
の
は
、
同
研
究
会
に
お

い
て
山
田
氏
が
行
な
つ
た
中
間
報
告
の
討
議
資
料
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し

た
が
つ
て
、
主
論
文
と
副
論
文
の
間
に
か
な
り
の
重
複
が
み
ら
れ
る
の
は
、
む

し
ろ
当
然
で
あ
る
が
、
副
論
文
は
元
来
が
研
究
会
の
討
議
資
料
で
あ
つ
た
た

め
、
主
と
し
て
信
託
法
各
条
文
の
成
立
・
修
正
過
程
の
究
明
に
ウ
エ
イ
ト
が
お

か
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
主
論
文
は
、
信
託
法
制
の
全
体
的
な
立
法
過
程

を
追
求
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
と
く
に
当
時
の
経
済
事
情
・
金
融
事

情
な
ど
を
も
含
め
た
構
造
的
な
把
握
に
か
な
り
の
力
が
注
が
れ
て
い
る
。

　
本
論
文
の
審
査
に
あ
た
つ
て
は
、
主
論
文
を
中
心
と
し
な
が
ら
、
副
論
文
の

資
料
的
な
部
分
を
も
補
足
的
に
対
象
と
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
そ
こ
で
、
ま
ず
主
論
文
の
構
成
を
み
る
と
、
全
体
は
、
次
の
よ
う
に
一
二
章

の
構
成
と
な
つ
て
い
る
。

序
　
章

第
一
章

第
二
章

第
三
章

第
四
章

第
五
章

第
六
章

第
七
章

第
八
章

研
究
の
課
題
と
方
法

明
治
期
の
信
託
立
法

大
正
初
期
の
信
託
立
法

大
戦
下
の
信
託
立
法

信
託
法
案
の
分
離

寺
内
内
閣
下
の
信
託
二
法
案

原
内
閣
と
信
託
立
法

議
会
提
出
目
指
す
信
託
法
案

議
会
提
出
目
指
す
信
託
業
法
案



　
第
九
章
臨
時
法
制
審
議
会
に
お
け
る
審
議

　
第
一
〇
章
議
会
上
程
の
た
め
の
法
文
起
草

　
終
章
信
託
法
規
の
成
立

　
冒
頭
の
序
章
は
「
研
究
の
課
題
と
方
法
」
と
し
て
、
筆
者
の
研
究
意
図
、
利

用
し
た
資
料
、
従
来
の
学
説
と
の
着
眼
の
相
違
な
ど
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
注

目
す
べ
き
は
、
信
託
二
法
の
立
案
・
審
議
に
か
か
わ
つ
た
当
時
の
政
府
委
員
の

遺
族
宅
な
ど
か
ら
、
多
く
の
新
資
料
を
発
掘
し
た
こ
と
、
ま
た
、
従
来
は
断
片

的
に
し
か
顧
り
み
ら
れ
な
か
つ
た
経
済
事
情
と
立
法
経
過
と
の
関
係
を
総
合
的

に
考
察
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
本
論
文
に
は
、
筆
者
の
創
見
が
随
所

に
盛
り
こ
ま
れ
、
精
彩
あ
る
も
の
と
な
つ
た
。

　
第
一
章
「
明
治
期
の
信
託
立
法
」
か
ら
第
二
章
「
大
正
初
期
の
信
託
立
法
」

に
至
る
二
章
は
、
信
託
法
制
立
法
過
程
の
い
わ
ぽ
前
史
的
部
分
を
扱
つ
て
い
る
。

わ
が
国
に
お
け
る
信
託
法
制
の
萌
芽
は
、
明
治
三
三
年
の
目
本
興
業
銀
行
法
が
、

同
銀
行
の
扱
う
べ
き
業
務
の
内
容
を
定
め
た
際
に
信
託
を
例
示
し
た
こ
と
に
始

ま
る
の
で
あ
る
が
、
つ
い
で
明
治
三
八
年
の
担
保
附
社
債
信
託
法
の
制
定
に
よ

つ
て
、
信
託
の
一
応
用
部
門
で
は
あ
る
が
、
と
に
か
く
信
託
法
理
を
包
含
し
た

最
初
の
立
法
が
登
場
し
た
。
や
が
て
、
こ
れ
ら
を
基
礎
と
し
つ
つ
、
本
格
的
な

信
託
法
制
立
案
が
す
す
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
。
信
託
法
制
の
源
流
を
こ
こ

ま
で
遡
つ
て
考
察
す
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
筆
者
の
独
創
で
は
な
い
が
、
こ
れ

ら
の
特
別
法
に
採
用
さ
れ
た
部
分
的
な
信
託
法
理
が
、
本
格
的
な
信
託
法
形
成

へ
の
手
掛
り
と
期
待
と
を
司
法
官
僚
に
あ
た
え
、
や
が
て
大
正
初
期
に
専
ら
大

蔵
省
主
導
の
も
と
に
始
め
ら
れ
た
信
託
法
制
立
案
の
動
き
に
対
す
る
抵
抗
と
、

司
法
省
に
よ
る
独
自
の
信
託
立
法
と
に
発
展
す
る
原
動
力
と
な
つ
た
と
す
る
筆

　
　
　
山
田
昭
氏
学
位
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求
論
文
審
査
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者
の
指
摘
は
、
従
来
は
あ
ま
り
気
付
か
れ
な
か
つ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
ま
た
、
明
治
三
九
年
に
設
立
さ
れ
た
東
京
信
託
会
社
を
先
頭
に
、
明
治
末
期

に
多
数
の
信
託
会
社
が
群
生
し
た
こ
と
が
、
適
切
・
良
質
な
下
級
金
融
機
関
が

な
い
と
い
う
事
情
と
あ
い
ま
つ
て
、
一
種
の
社
会
問
題
に
ま
で
発
展
し
、
こ
れ

が
信
託
法
制
の
立
案
を
促
進
し
た
、
と
筆
者
は
強
調
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
信
託
法
制
の
前
史
に
お
け
る
問
題
の
指
摘
は
、
実
は
、
後
に
続

く
大
正
期
の
立
案
過
程
で
の
司
法
省
と
大
蔵
省
と
の
対
立
や
、
信
託
法
制
の
社

会
立
法
的
側
面
を
暗
示
す
る
も
の
で
あ
り
、
筆
者
の
問
題
意
識
の
深
さ
を
よ
く

示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
第
三
章
「
大
戦
下
の
信
託
立
法
」
お
よ
び
第
四
章
「
信
託
法
案
の
分
離
」
の

二
章
は
、
第
一
次
大
戦
中
の
経
済
事
情
変
化
に
伴
い
、
長
期
金
融
の
補
充
機
関

と
し
て
信
託
会
社
を
育
成
す
る
構
想
の
も
と
に
大
蔵
省
主
導
に
よ
つ
て
総
合
的

な
信
託
業
法
案
（
大
正
六
年
）
と
し
て
企
図
さ
れ
た
も
の
が
、
司
法
省
の
強
い

抵
抗
に
あ
い
、
こ
こ
で
信
託
の
一
般
規
定
を
内
容
と
す
る
信
託
法
案
は
司
法
省

に
、
主
と
し
て
信
託
会
社
に
対
す
る
規
制
・
育
成
を
内
容
と
す
る
信
託
業
法
案

は
大
蔵
省
に
、
と
い
う
ふ
う
に
、
信
託
法
制
の
二
本
建
て
立
案
に
移
行
し
て

い
つ
た
経
過
を
述
べ
て
い
る
。
司
法
・
大
蔵
両
省
の
対
立
問
題
は
、
従
来
ほ
と

ん
ど
看
過
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
筆
者
の
指
摘
は
十
分
注
目
に
価
す

る
。
　
第
五
章
「
寺
内
内
閣
下
の
信
託
二
法
案
」
は
、
以
上
の
経
過
に
よ
つ
て
信
託

法
案
と
信
託
業
法
案
と
の
分
離
が
行
な
わ
れ
た
の
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
草
案
起
草

が
す
す
め
ら
れ
、
本
格
的
な
立
法
作
業
に
入
つ
た
こ
と
、
信
託
二
法
の
各
草
案

は
一
応
の
成
案
と
な
つ
て
第
四
一
帝
国
議
会
へ
の
提
出
予
定
と
な
つ
た
が
、
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
五
　
　
（
一
〇
二
七
）
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正
七
年
の
政
変
の
た
め
延
期
さ
れ
た
事
情
な
ど
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。
と
く

に
、
こ
の
過
程
の
な
か
で
、
信
託
の
基
本
的
構
成
に
つ
い
て
、
池
田
寅
二
郎
の

学
説
に
従
い
イ
ギ
リ
ス
信
託
法
理
の
修
正
導
入
が
明
確
と
な
つ
た
、
と
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
筆
者
は
、
こ
れ
を
第
一
期
の
信
託
法
案
と
よ
ん
で
い
る
。

　
第
六
章
「
原
内
閣
と
信
託
立
法
」
は
、
前
内
閣
か
ら
引
継
が
れ
た
立
法
事
業

が
重
要
な
質
的
変
化
を
遂
げ
て
ゆ
く
過
曜
を
論
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一

次
大
戦
の
末
期
以
後
の
社
会
不
安
と
経
済
事
情
の
変
動
か
ら
、
信
託
法
制
の
あ

り
方
に
は
、
新
し
い
視
点
か
ら
の
検
討
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
。
原
内

閣
の
成
立
後
、
信
託
二
法
の
う
ち
信
託
法
案
の
修
正
の
方
に
ウ
エ
イ
ト
が
移
る

の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
、
と
筆
者
は
指
摘
し
て
い
る
。

　
と
同
時
に
、
も
う
一
つ
筆
者
が
と
く
に
強
調
し
て
い
る
の
は
、
信
託
法
案
の

立
法
目
的
自
体
が
、
信
託
会
社
の
金
融
機
能
を
抑
制
し
、
む
し
ろ
財
産
の
保
全
・

管
理
機
関
と
し
て
位
置
づ
け
る
方
向
に
変
化
し
た
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
例
え

ば
、
脱
法
信
託
や
訴
訟
信
託
の
禁
止
規
定
、
裁
判
所
の
監
督
規
定
な
ど
の
出
現

が
そ
れ
を
裏
付
け
て
い
る
、
と
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
つ
て
、
信
託
法
案
は
第
二

期
の
段
階
に
入
つ
た
と
筆
者
は
論
ず
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
信
託
法
制

の
質
的
変
化
に
対
す
る
的
確
な
分
析
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

　
第
七
章
「
議
会
提
出
目
指
す
信
託
法
案
」
お
よ
び
第
八
章
「
議
会
提
出
目
指

す
信
託
業
法
案
」
の
二
章
で
は
、
右
の
よ
う
な
信
託
法
制
の
質
的
変
化
が
一
層

具
体
的
に
法
案
の
修
正
に
盛
り
こ
ま
れ
、
議
会
提
出
を
目
指
す
よ
う
に
な
つ
た

経
過
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
筆
者
は
、
詳
細
に
法
案
各
条
文
の
修
正
過
程
を
追

つ
て
い
る
が
、
例
え
ば
、
現
行
信
託
法
第
一
条
に
み
ら
れ
る
信
託
の
定
義
規
定

は
こ
の
段
階
で
あ
ら
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
の

づ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
六
　
　
（
一
〇
二
八
）

他
、
信
託
財
産
の
独
立
性
を
確
保
す
る
た
め
の
規
定
、
例
え
ぽ
信
託
財
産
の
物

上
代
位
性
や
非
相
続
性
、
受
託
者
の
忠
実
義
務
を
示
す
諸
規
定
が
加
わ
り
、
信

託
の
債
権
説
的
構
成
に
対
す
る
異
質
的
要
素
が
目
立
つ
て
く
る
。
こ
う
し
て
整

備
さ
れ
た
信
託
法
案
を
、
筆
者
は
第
三
期
の
法
案
と
称
し
て
い
る
。

　
第
九
章
「
臨
時
法
制
審
議
会
に
お
け
る
審
議
」
は
、
信
託
お
よ
び
信
託
業
の

両
法
案
が
議
会
提
出
の
準
備
手
続
と
し
て
臨
時
法
制
審
議
会
に
か
け
ら
れ
、
意

外
な
紛
糾
を
経
た
事
情
を
述
べ
て
い
る
。
例
え
ば
、
同
審
議
会
の
江
木
衷
委
員

が
最
も
強
硬
な
批
判
ー
信
託
の
通
則
た
る
信
託
法
案
を
不
必
要
と
し
、
む
し

ろ
営
業
信
託
に
公
益
信
託
を
加
え
で
、
二
本
建
イ
、
と
す
る
新
し
い
提
案
な
ど
ー

を
示
し
、
結
果
的
に
は
、
政
府
側
と
の
間
に
妥
協
が
で
き
て
、
法
案
の
主
要
な

柱
と
な
る
「
信
託
法
綱
領
」
が
成
立
し
た
事
情
を
論
じ
て
い
る
。

　
第
一
〇
章
「
議
会
上
程
の
た
め
の
法
案
起
草
」
は
、
臨
時
法
制
審
議
会
で
採

択
さ
れ
た
綱
領
に
も
と
づ
い
て
、
司
法
・
大
蔵
両
省
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
信
託
二

法
案
の
起
草
が
す
す
め
ら
れ
た
が
、
実
際
に
は
、
同
審
議
会
の
参
考
資
料
と
さ

れ
た
未
定
稿
草
案
（
大
正
八
年
二
戸
案
）
を
も
と
に
、
各
条
ご
と
に
修
正
・
加

除
を
す
る
方
式
で
行
な
わ
れ
た
事
情
を
詳
細
に
述
べ
て
い
る
。
現
行
規
定
の
形

成
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
る
感
が
あ
つ
て
興
味
ふ
か
い
が
、
と
り
わ
け
、
事
業
経

営
の
信
託
や
信
託
宣
言
の
条
項
が
削
除
さ
れ
て
ゆ
く
、
い
わ
ば
現
行
法
の
影
の

部
分
を
明
ら
か
に
し
た
点
は
重
要
と
思
わ
れ
る
。

　
さ
い
ご
に
、
終
章
「
信
託
法
規
の
成
立
」
は
、
衆
議
院
お
よ
び
貴
族
院
に
お

け
る
両
法
案
の
審
議
状
況
－
例
え
ば
、
衆
議
院
特
別
委
員
会
に
お
け
る
若
干

の
修
正
、
貴
族
院
に
お
け
る
菅
原
議
員
の
論
戦
な
ど
を
中
心
に
し
な
が
ら
、
通

過
・
成
立
に
至
る
過
程
を
述
べ
て
い
る
。
当
時
の
大
き
な
政
治
問
題
で
あ
つ
た



軍
縮
と
普
選
の
論
議
に
隠
れ
る
か
の
よ
う
に
両
法
案
は
議
会
を
通
過
し
て
い
つ

た
（
そ
の
反
面
、
英
米
法
理
の
導
入
と
い
う
法
制
上
の
基
本
問
題
は
論
議
の
対
象
か
ら
外

れ
て
い
た
）
、
と
筆
者
は
感
想
を
結
ん
で
い
る
。

　
以
上
が
、
主
論
文
の
概
要
と
特
色
で
あ
る
。
次
に
、
副
論
文
は
、
ほ
ぼ
年
代

順
に
、
信
託
立
法
の
過
程
に
あ
ら
わ
れ
た
各
種
草
案
や
、
参
考
と
さ
れ
た
イ
ソ

ド
信
託
法
お
よ
び
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
民
法
典
を
比
較
・
対
照
さ
せ
て
、
現
行

信
託
法
各
条
文
の
史
的
考
察
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
主
論
文
と
あ
い
ま
つ
て
、

信
託
法
制
研
究
の
経
緯
を
な
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
さ
て
、
主
論
文
な
ら
び
に
副
論
文
の
両
者
を
併
せ
て
、
全
体
的
な
概
観
を
す

る
な
ら
ぽ
、
本
研
究
は
、
ま
ず
資
料
的
に
、
従
来
の
資
料
の
再
評
価
と
新
し
く

発
見
さ
れ
た
多
数
の
資
料
に
依
拠
し
て
い
る
点
に
目
新
し
さ
が
あ
る
ば
か
り
で

な
く
、
方
法
論
的
に
、
明
治
末
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
の
政
治
・
経
済
・
金

融
事
情
な
ど
の
推
移
に
あ
わ
せ
て
信
託
二
法
の
法
案
形
成
と
修
正
．
変
更
と
を

総
合
的
・
構
造
的
に
究
明
し
よ
う
と
し
た
点
に
大
き
な
特
色
が
あ
り
、
そ
れ
を

生
か
し
た
筆
老
の
試
み
は
十
分
に
成
功
を
収
め
た
も
の
と
評
価
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
の
結
果
、
各
所
に
お
い
て
、
従
来
の
通
説
的
見
解
が
お
か
し
て
き
た

誤
謬
ー
例
え
ば
、
信
託
法
制
は
大
正
中
期
に
群
生
し
た
雑
多
な
信
託
会
社
を

規
制
す
る
の
が
主
目
的
で
あ
つ
た
と
か
、
信
託
二
法
の
分
離
は
原
内
閣
の
と
き

に
行
な
わ
れ
た
と
か
、
信
託
法
起
草
の
立
役
者
・
池
田
寅
二
郎
は
専
ら
債
権
説

的
構
成
を
固
守
し
て
い
た
等
々
1
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
対
す
る
筆

者
の
批
判
も
十
分
に
肯
定
で
き
る
説
得
力
を
も
つ
て
い
る
。

　
こ
と
に
、
池
田
自
身
が
イ
ギ
リ
ス
法
の
伝
統
に
な
る
法
定
信
託
や
信
託
宣
言

の
導
入
を
図
つ
て
い
た
と
の
指
摘
は
、
従
来
、
池
田
が
信
託
の
債
権
説
的
構
成
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の
主
唱
者
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
法
の
伝
統
に
は
必
ず
し
も
好
意
的
で
な
か
つ
た

と
み
ら
れ
て
き
た
だ
け
に
、
き
わ
め
て
新
鮮
な
問
題
提
起
と
い
わ
な
け
れ
ぽ
な

ら
な
い
。
筆
者
に
よ
れ
ぽ
、
草
案
修
正
の
過
程
で
イ
ギ
リ
ス
流
の
信
託
法
理
を

示
す
規
定
が
脱
落
し
、
結
果
的
に
債
権
説
的
構
成
に
固
ま
つ
て
ゆ
く
の
は
、
む

し
ろ
池
田
の
せ
い
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
起
草
者
と
し
て
の
池
田
の
理
解
に

依
拠
し
て
き
た
従
来
の
通
説
的
立
場
は
、
池
田
説
の
一
面
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
た

こ
と
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
今
後
、
通
説
の
再
検
討
を
試
み
る
際
の
有
力

な
手
掛
り
の
一
つ
が
こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
ま
た
、
従
来
ほ
と
ん
ど
問
題
に
さ
れ
て
い
な
か
つ
た
公
益
信
託
規
定
の
出
現

過
程
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
は
、
公
益
信
託
実
用
化
の
た
め
に
も
有
益
で
あ

ろ
う
。
丹
念
に
資
料
を
博
捜
し
、
困
難
な
立
体
的
究
明
を
目
指
し
た
筆
者
の
労

を
多
と
し
た
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
本
研
究
に
つ
い
て
、
若
干
の
問
題
点
も
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ら
れ
る
。
そ
の
二
・
三
を
こ
こ
に
あ
げ
れ
ば
、
例
え
ば
、
筆
者
は
池
田
文

書
を
は
じ
め
、
当
時
の
委
員
の
手
持
資
料
、
議
会
そ
の
他
に
お
け
る
議
事
録
な

ど
の
ほ
か
、
新
聞
紙
上
の
記
事
類
を
豊
富
に
参
考
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。
し

か
し
、
経
済
雑
誌
等
の
論
説
や
記
事
は
、
あ
ま
り
引
用
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で

あ
る
。
実
業
界
の
意
見
な
ど
は
多
く
経
済
雑
誌
等
に
あ
ら
わ
れ
て
い
た
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。
そ
の
方
面
の
資
料
も
追
加
さ
れ
た
ら
、
本
研
究
は
資
料
的
に
一

層
の
厚
み
を
増
し
た
に
違
い
な
い
。

　
ま
た
、
信
託
は
イ
ギ
リ
ス
法
の
伝
統
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
別
に
ド

イ
ツ
に
は
や
は
り
信
託
行
為
の
理
論
が
あ
り
、
明
治
・
大
正
期
に
は
、
譲
渡
担

保
な
ど
を
材
料
に
し
な
が
ら
民
法
学
者
に
よ
り
研
究
の
対
象
と
さ
れ
て
い
た
。
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信
託
法
を
民
法
の
一
特
別
法
と
し
て
体
系
づ
け
る
と
き
、
信
託
行
為
の
理
論
は

ど
の
程
度
ま
で
検
討
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
臨
時
法
制
審
議
会
の
幹
事
と
し

て
名
を
列
ね
た
鳩
山
・
穂
積
の
関
係
文
書
に
見
る
べ
き
も
の
が
な
い
と
筆
者
は

資
料
の
限
界
を
述
べ
て
い
る
か
ら
、
仕
方
が
な
い
よ
う
な
気
も
す
る
が
、
そ
の

当
時
の
諸
学
者
の
研
究
に
は
、
信
託
と
信
託
行
為
と
を
併
せ
て
立
論
す
る
考
え

方
も
散
見
さ
れ
て
い
る
の
で
（
例
え
ば
、
大
正
八
年
刊
行
の
遊
佐
・
信
託
法
提
要
）
、

少
し
く
こ
の
方
面
の
学
説
を
渉
猟
す
る
余
地
も
あ
つ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。

　
さ
ら
に
、
細
か
い
問
題
点
を
あ
げ
れ
ば
、
受
託
者
複
数
の
と
き
の
財
産
関
係

に
つ
き
信
託
法
第
二
四
条
は
「
合
有
」
と
い
う
民
法
典
に
な
い
用
語
に
よ
つ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
大
正
八
年
八
月
一
三
日
案
で
は
『
共
同
ノ
権
利
」
と
な
つ
て

い
た
も
の
が
同
年
一
二
月
九
目
案
で
、
　
「
合
有
」
と
改
め
ら
れ
た
も
り
と
の
指

摘
は
興
味
ふ
か
い
。
当
時
の
民
法
学
界
で
は
、
末
弘
・
平
野
等
に
よ
つ
て
「
勝

有
」
「
合
有
」
な
ど
と
い
わ
れ
、
そ
の
特
殊
性
の
研
究
が
始
め
ら
れ
た
ば
か
り

で
、
用
語
は
必
ず
し
も
一
定
し
て
い
な
か
つ
た
。
ど
う
し
て
こ
れ
が
「
合
有
」

と
い
う
表
現
に
落
付
い
た
の
か
。
そ
の
辺
の
い
ぎ
さ
つ
が
全
く
ふ
れ
ら
れ
て
い

な
い
の
は
物
足
り
な
い
。

　
以
上
を
要
す
る
に
、
本
論
文
は
（
主
論
文
な
ら
び
に
副
論
文
を
併
せ
て
）
、
詳
細
・

丹
念
な
資
料
分
析
の
上
に
信
託
法
制
の
形
成
過
程
を
立
体
的
に
跡
づ
け
た
も
の

で
あ
つ
て
、
筆
者
の
努
力
に
よ
つ
て
発
見
さ
れ
た
多
く
の
新
資
料
に
も
と
づ
く

精
緻
な
研
究
で
あ
る
点
に
、
ま
ず
深
い
敬
意
を
表
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
内

容
的
に
も
、
し
ば
し
ば
独
自
の
創
見
を
示
し
、
従
来
の
通
説
的
見
解
に
修
正
を

加
え
る
結
果
と
な
つ
た
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。
あ
た
か
も
信
託
法
制
の
全
面

一
五
八
　
　
（
一
〇
三
〇
）

的
改
正
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
現
在
、
ま
こ
と
に
時
宜
を
得
た
研
究
で
あ
り
、

学
界
に
対
す
る
貴
重
な
貢
献
と
い
え
よ
う
。
通
読
し
て
み
て
若
干
の
物
足
り
な

い
部
分
も
な
い
で
は
な
い
が
、
も
と
よ
り
そ
れ
は
暇
瑛
で
あ
つ
て
、
本
研
究
の

す
ぐ
れ
た
価
値
自
体
を
傷
つ
け
る
も
の
で
は
な
い
。

　
よ
つ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
本
論
文
を
法
学
博
士
　
（
慶
慮
義
塾
大
学
）
　
の
学
位

を
あ
た
え
る
に
価
す
る
も
の
と
認
め
る
。
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博
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義
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学
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教
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